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た上で，PPP 道路プロジェクトの評価に適用可能な VFM リスク・アセスメント手法の枠組みを提案し，有
料道路プロジェクトへの応用可能性を検証することを目的としている。
　本論文は，第  章の序論と第 0 章の結論を除き，第 2 章から第 5 章までの前半と，第 6 章から第 9 章ま
での後半の二部構成となっている。
　前半は，VFM リスク・アセスメントモデルの理論的枠組みに充てられている。まず第 2 章では，発展途
上国での道路プロジェクトにおける民間資金調達の現状と，リスク評価方法およびそれらの問題点がまとめ
られ，特に確率論的シミュレーション手法における確率変数間の相関関係に対する未配慮が指摘されている。
続く第 3 章では，途上国の道路プロジェクトに対する VFM 評価の基本概念が説明されている。第 4 章では，
提案される VFM 評価モデルの分析枠組みが示され，第 5 章では，データ不足の問題を補うためのデルファ
イ法を用いた専門家の意見の導出方法の説明が行われている。
　後半は，提案されたモデルの応用可能性に充てられている。まず第 6 章では，ケーススタディとして取り





る Bosa-Granada-Girardot 事業の VFM リスク・アセスメントの結果が検討されている。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　発展途上国の道路プロジェクトにおけるファイナンスの問題は重要な問題であり，PPP プロジェクトの
採否の決定に用いられる VFM 評価におけるリスクの明示的な考慮を提案した本研究の意義は大きい。途上
国のみならず先進国においても重要な課題について，確率変数間の相関関係に配慮し，データ不足を補完す
るための専門家の意見を取り入れる新しいリスク・アセスメント手法が提案されている上，コロンビアの道
路プロジェクトを対象としたケーススタディ研究では，一般には入手困難な貴重なデータを収集し，それに
基づいて適切に分析が行われている。論旨も明快であり，博士論文の水準に十分達していると判断される。
　よって，著者は博士（社会工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
